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第１章　各　教　科
第１節　国　　語

第１　本指導実践事例集の活用について
１　作成の基本的な考え方

⑴　本資料は、中学校学習指導要領及び埼玉県中学校教育課程編成要領の趣旨を踏まえ、言語の教育としての立場を一層重

視し、実生活で生きてはたらき、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付ける学習指導の展開の参考となるよ

う、実践例を示したものである。

⑵　中学校学習指導要領の国語の目標は、「国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、

思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる」である。この目標を

実現するためには、「言語活動の充実」「学習の系統性の重視」「学習活動に即した評価規準の設定」に留意する必要がある。

よって、本資料では、これらについての具体的な実践例を示すこととした。

２　取り上げた内容

⑴　概要と趣旨

ア　言語活動の充実

　基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究できる言語能力を身に付けさせるために、中学校学習指導要領に

示された言語活動例を通して指導事項を指導することが重要である。本資料では、言語活動の充実を図り、国語科の指

導を効果的に行うために、学校や生徒の実態に応じた言語活動を工夫するという視点から授業展開例を示した。

イ　学習の系統性の重視

　小学校での学習内容を踏まえ、３領域１事項の目標・内容について、各学年で指導する内容を具体化し、学年・単元

間の系統性を明らかにした指導計画を作成し、見通しをもって日々の指導に当たることが重要である。本資料において

も、学習指導案の形式として「２　生徒の実態と本単元の意図（１）本単元に至るまでの指導の系統」を設定し、本単

元において育成すべき国語の能力の系統性を明らかにした。

ウ　学習活動に即した評価規準の設定

　生徒の具体的な反応や姿がどのようになっていればよいのかを表した「学習活動に即した評価規準」を設定して、各

時間の指導に当たり、学習の達成状況を適切に評価し、その後の指導に生かすことが重要である。本資料では、各評価

場面における評価方法や評価結果を踏まえた指導・支援の手立て等について具体例を示した。

⑵　構成

　本資料は次の内容で構成した。

　 事例１　言語活動の充実①　　　・・・　「Ａ　話すこと・聞くこと」の指導事例（第３学年）

　 事例２　言語活動の充実②　　　・・・　「Ｂ　書くこと」の指導事例（第２学年）

　 事例３　言語活動の充実③　　　・・・　「Ｃ　読むこと」の指導事例（第２学年）

　 事例４　小中連携の充実　　　　・・・　「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」（古典）の指導事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１学年）

　 事例５　学校図書館の活用の充実・・・　「Ｃ　読むこと」を中心とした指導事例（第１～３学年）

　 事例６　書写の指導の充実　　　・・・　「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」（書写）の指導事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１学年）

３　活用に当たっての配慮事項

　本資料は、埼玉県中学校教育課程編成要領、同指導資料及び同評価資料と相補するものであり、ともに活用し、学習指導

の充実、日々の授業改善を図ることが大切である。

　学習指導要領の全面実施を受け、国語科としての今日的課題の解決に資するよう配慮したが、実践に当たっては学校や生

徒の実態を踏まえ、創意工夫を加えた上で御活用いただきたい。
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第２　実践事例
 事例１　　言語活動の充実①　「Ａ　話すこと・聞くこと」の指導事例（第３学年）

　ここでは、言語活動例「イ　社会生活の中の話題について、相手を説得するために意見を述べ合うこと」を通して、
主に指導事項「ア　社会生活の中から話題を決め、自分の経験や知識を整理して考えをまとめ、語句や文を効果的に使
い、資料などを活用して説得力のある話をすること」を指導する事例を示す。
　本事例においては、生徒の実態や単元の目標を踏まえ、ディベートの形式により言語活動を展開する。ディベートは、
小グループ内における「ミニディベート」を実施する。生徒一人一人の役割を明確にし、自分の意見を述べ合う機会を
設定することで、十分な言語活動の量を確保する工夫を行った。

１　単元名・教材名　　　説得力のある意見を述べ合う

２　生徒の実態と本単元の意図
⑴　本単元に至るまでの指導の系統

⑵　生徒の実態と本単元の意図　（一部省略）
　自分の考えをその場でまとめて発表したり、相手の意見に対して批判したりすることに苦手意識をもっている生徒が多
い。また、相手の話を聞いてメモをとったり、話の内容に対する自分の考え等をその場で書いたりすることが十分にでき
ない生徒もいる。
　３年生になると自分の経験や知識を整理して考えをまとめ、語句や文を効果的に使い、資料などを活用して説得力のあ
る話をすることについては既に学んでいる。しかし、場の状況や相手の様子に応じて質問したり、意見を交わしたりする
経験が十分であるとはいえない。そこで、ディベートの形式を取り入れ、自分の意見を主張するだけでなく、相手の意見
を聞いて、メモしたり質問や反論をしたりして自分の見識を広げ、考えを深められるよう授業を展開したい。本単元では、
小グループ内における「ミニディベート」を実施する。生徒一人一人が自分の役割を明確にし、自分の意見を述べ合う機
会を設定することで、言語活動量を確保したいと考えている。

３　単元の目標
⑴　相手や場に応じて話したり、表現の工夫を評価して聞いたりして、課題
の解決に向けて考えを深めようとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　他の人の意見のよいところを指摘したり、調整の仕方を提案したりしな
がら、自分の意見を見直したり深めたりすることができる。　　　　　　
 （話すこと・聞くこと）
⑶　場の状況や相手の様子に応じて話すとともに、敬語を適切に使うことが
できる。
　 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

【ミニディベートを行っている様子】
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４　単元の評価規準や学習活動に即した評価規準 ※（　）の部分はＡの状況、他はＢの状況を示す。

５　指導と評価の計画（全４時間）

６　本時の学習指導（本時　３／４時）
⑴　目標
　・聞き取った内容や表現の仕方を評価して自分のものの見方や考え方を深めたり、表現に生かしたりすることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（話すこと・聞くこと）
　・場面や相手に応じた言葉を選び、敬語を適切に用いることができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
⑵　展開

立場
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二 つ挙 げ て
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 事例２　　言語活動の充実②　「Ｂ　書くこと」の指導事例（第２学年）

　ここでは、言語活動例「イ　多様な考えができる事柄について、立場を決めて意見を述べる文章を書くこと」を通して、
指導事項「イ　自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして、文章の構成を工夫すること」を指導する事例を示す。
　本事例においては、「新聞」を主な教材とする。まず、新聞の「投書欄」の文章を読み、意見文の特徴を捉えさせた上で、
自分の立場や考えを明らかにし構成を工夫した文章を書かせる学習活動を展開する。生徒が書いた文章を新聞社に投書
するなど、活動の目的や条件を明確にすることで、単元を貫く言語活動が行われるよう工夫をした。

１　単元名・教材名　　　新聞投書に対して意見を述べよう

２　生徒の実態と本単元の意図
⑴　本単元に至るまでの指導の系統（省略）

⑵　生徒の実態と本単元の意図（一部省略）

　本単元では、社会生活の中の様々な問題を取り上げている新聞を学習に活用することとした。様々なテーマで書かれた

意見が掲載されている新聞の「投書」から、根拠となる事実と主張を捉え、主張について賛成か反対かなど自分の立場を

決め、自分の考えの中心や主張を明確に文章化できるようにさせたい。また、生徒が書いた文章を新聞社に投書すること

を伝え、単元全体を通じて意欲を継続させたいと考えている。

　平成23年３月には、東日本大震災が発生し、震災に関わる情報や被災された方々の状況や心労、それを見守る人々の思

いなどが新聞でも報道された。生徒も、その記事を読み、様々なことを感じ、考えていたようである。今回の授業でも、

震災への人々の思いを可能な限り取り上げ、関心をもたせて学習を進めさせたい。

　小学校においても新聞を教材とした学習は多く実施されている。小中の連携を図り、新聞を教材とした学習を系統的に

進めることで、新聞の読み方を学び、情報を正しく理解し、主体的な読み手を育てることができると考えられる。小学校

の学習内容を踏まえ、学習のねらいに沿って新聞を教材として授業を進めることで、社会生活で生きてはたらく力を身に

付けさせたい。

　以下は、新聞を教材とした「書くこと」の学習活動の例である。

３　単元の目標
⑴　自分の立場や意見が読み手に伝わるように、根拠を明らかにして文章を書こうとしている。（関心・意欲・態度)

⑵　テーマについて、自分の立場や意見を明らかにして文章を書くことができる。(書くこと)

⑶　意見文の文章構成を理解し、適切な語句を用いることができる。（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
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４　単元の評価規準や学習活動に即した評価規準

５　指導と評価の計画（全５時間）
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 事例３　　言語活動の充実③　「Ｃ　読むこと」の指導事例（第２学年）

　ここでは、言語活動例「ア　詩歌や物語などを読み、内容や表現の仕方について感想を交流すること」を通して、指
導事項「イ　文章全体と部分の関係、例示や描写の効果、登場人物の言動の意味などを考え、内容の理解に役立てるこ
と」を指導する事例を示す。
　本事例においては、小説を読む観点（「小説を読むための技・コツ集」）を巡り、グループで考えを交流する学習活動
を設定した。国語科の学習内容を生徒に自覚させ、学習内容の習得・活用を図る工夫がなされている。

１　単元名・教材名　　　小説を読み味わおう
　　　　　　　　　　　　「オツベルと象」（宮沢賢治）　「夏の葬列」（山川方夫）　「形」（菊池　寛）

２　生徒の実態と本単元の意図
⑴　本単元に至るまでの指導の系統

⑵　生徒の実態と本単元の意図（一部省略）
　生徒は本単元に至るまでの学習の成果として、優れた文章表現に着目し、その意味や効果を考える力を身に付けてきた
が、次の展開を暗示するような表現の工夫や文章全体の中で果たす役割等を捉えることは苦手とする傾向が見られる。
　そこで、指導に当たっては、教材「オツベルと象」（中１）を通して身に付けた学習内容を中心教材「夏の葬列」で活用し、
さらに教材「形」で学習を深めるという単元構成とした。小説を読む観点を生かして「『夏の葬列』後日談」を書くことによっ
て、書くことを通して読み、文章表現の工夫に着目する力を定着させたい。「形」を教材とした学習においては、既習内
容を踏まえ、伏線となる表現やその効果について考えさせる学習活動を展開したい。

３　単元の目標
⑴　物語の内容や表現の仕方について感想をもち、交流して考えを深めようとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　登場人物の言動の意味や描写の効果等を考え、表現の特徴に注意して読むことができる。 （読むこと）
⑶　描写の仕方や比喩の用い方等について理解し、語感を磨き語彙を豊かにすることができる。
 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

４　単元の評価規準と学習活動に即した評価規準 ※（　　）の部分はＡの状況、他はＢの状況を示す。
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５　指導と評価の計画（全９時間）

６　学習指導の展開　　<省略>

＜年間を通した単元構想の例＞
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 資料１　＜指導上の留意点＞
⑴　「オツベルと象」の復習で整理した小説の工夫や面白さを、「小説を読むための技・コツ集」としてまとめ、「夏の葬列」
で新たに発見したものを加えて修正する。（「●」は追加された観点、「◎」はこの教材で特に学ばせたい観点）
⑵　「夏の葬列」の続き文を創作する。「（　）年後」を各自が設定し、修正した「小説を読むための技・コツ集」を参考に
して文章を考える。机間指導において、書き途中の作品の工夫を紹介したり、書けない生徒への助言をしたりする。
⑶　自分の作品の工夫を付箋紙に書き、班で下書きを読み合う。他者のコメントや作品を参考に推敲する。教師は机間指導
を行い、優れた工夫の価値について全体に問いかけ、学び合いを深めさせる。
⑷　友達のプリントやもらったコメントを参考に下書きを推敲し、清書の発表を通して学び合う。

・

・
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 資料２　＜指導上の留意点＞
⑴「オツベルと象」「夏の葬列」と「形」を比較し、同じ表現の工夫を見付けて線を引き、発表する。（既習内容の確認）
⑵　「形」の面白いところ、書き方の工夫を見付け、文中の言葉を使って具体的なよさを付箋紙に書く。
⑶　同じ班の人とワークシートを読み合いながら、その人が見付けたよさについて付箋紙にコメントを書き、話し合う。
⑷　班ごとの活動をしている際、教師は机間指導を行い、新たな観点に気付いているコメントを紹介する。例えば、
ア を取り上げ、新兵衛が負ける伏線となる表現が他にないか問いかけ、発言した生徒のよさを称賛する。
イ を取り上げ、前半部分がかぶと等の形の描写が中心なのに対し、後半はどうかと問いかける。（→新兵衛の心情描写が
中心）
ウ を取り上げ、どこがクライマックスかを話し合う。（→新兵衛が脇腹を貫かれたあとを省略している結末部分）
エ 学習の振り返りを行う。他者からのコメントや話合い等を通じて、新たに気付いたことや考えたことを書く。
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 事例４　　小中連携の充実　　「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」（古典）の指導事例（第１学年）

　ここでは、小中学校間のつながりを円滑にし、古典に親しむ態度を育成する事例を示す。学習指導要領改訂により、
伝統的な言語文化に小学校低学年から触れ、生涯にわたって親しむ態度の育成が重視された。また、｢伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項｣ が新設されたことで、小学校から高等学校までの指導の系統性が明確になった。
　本事例では、小学校での学習内容を踏まえた上で、口語訳を効果的に活用し、古文の表現から登場人物の人物像を捉
える学習活動を展開する。

１　単元名・教材名　　　かぐや姫の人物像に迫ろう　－「竹取物語」－

２　生徒の実態と本単元の意図
⑴　本単元に至るまでの指導の系統

⑵　生徒の実態と本単元の意図
　中学校１年生で学ぶ古典は、生徒にとって、小学生で学んだ古典との「再会」になる。新鮮な気持ちで抵抗感なく古典
と ｢再会｣ させたい。導入では生徒の興味を喚起するため、また音読の練習を繰り返し行うために、プレゼンテーション
ソフトをスクリーンに映し、授業を行う。ともすると「難しい」と感じてしまう古典教材に対し、コンピューターなどの
ITを使い、視覚に訴えることで意欲的に取り組ませたいと考えた。

３　単元の目標
⑴　古典の文章に興味や関心をもち、進んで作品を読もうとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　古文の表現の仕方や文章の特徴に注意し、古人のものの見方や考え方を理解し、それに対する自分の考えをまとめ、も
のの見方や考え方を広げることができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
⑶　歴史的仮名遣い、語句や語彙等、古典を読むための基礎的な事項を身に付け正確に読むことができる。
 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

　小学校の古典指導について　－　｢埼玉県小学校教育課程指導実践事例集｣ より　－
　小学校高学年では、親しみやすい古文や漢文、近代以降の文語調の文章について、内容の大体を知り、音読することや古
典について解釈した文章を読み、昔の人のものの見方や感じ方を知ることについて学習する。｢埼玉県小学校教育課程指導
実践事例集｣ においては、教材（｢竹取物語｣ ｢枕草子｣ ｢平家物語｣）の音読を通して、古文独特のリズムが楽しめるような
事例や昔の人と自分たちとのものの見方や感じ方を比べ、共通点や相違点に気付けるようにした事例を紹介している。
　１年生における古典指導の流れについて
　中学校古典の入り口である第１学年において、例えば、以下のような流れで指導し、古典に親しむ態度の育成につなげた
い。本事例では、小学校の事例と同じ教材である ｢竹取物語｣ について、生徒自身の感想から学習課題を設定し、課題の解
決を図る過程で、学習を深めさせ、生徒の興味・関心を喚起する工夫を行う。
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４　単元の評価規準と学習活動に即した評価規準 ※（　　）の部分はＡの状況、他はＢの状況を示す。

５　指導と評価の計画

６　本時の学習指導　（本時６／７）
⑴　目標
　・学習課題に積極的に取り組み、かぐや姫の人物像を捉えようとしている。 （関心・意欲・態度）
　・口語訳を参考にしながら、古文からかぐや姫の心情を読み取り、人物像を捉えることができる。
 　（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）
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⑵　本時の展開
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 事例５　　学校図書館の活用の充実　「Ｃ　読むこと」を中心とした指導事例（第１～３学年）

　ここでは、３年間を見通して、学校図書館の活用を図りながら、読書と情報活用の力を身に付けさせる指導事例を示
した。学習指導要領「Ｃ　読むこと」に「読書と情報活用」の指導事項が新設され、目的に応じて本や文章等を選んで
読んだり、それらを活用して自分の考えを記述したりすることが重要視されている。
　本事例は、他領域との関連を密にし、話したり書いたりする活動を通して読みを深めることをねらいとしたものであ
る。また、自分たちの手で、学校図書館をつくりあげるという活動目標をもたせることで、生徒の意欲の喚起を図った。

〈３年間を見通した活動計画の一例〉

〈第１学年の実践例〉

１　単元名・教材名　　　本の帯をつくろう

２　単元の目標
⑴　学校図書館の中から自分の好きな本を選び、積極的に「本の帯」を作成しようとしている。　 　（関心・意欲・態度）
⑵　本や文章等から必要な情報を集めるための方法を身に付け、情報を的確に帯にまとめることができる。 （読むこと）
⑶　言葉の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し、言葉を使い分けることができる。
 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

３　学習指導の実際
⑴　単元の導入段階で、「本の帯」を作成することを伝える。
⑵　「少年の日の思い出」の内容を踏まえて、「本の帯」を作成する。
 【作成のポイント】

⑶　クラスごとに相互評価をする。それぞれの作品の引用文や要約文、キャッチコピーなどについて、よいところを指摘し
合う。

⑷　前時までの学習を生かし、図書室の本の中から新一年生にお薦めの本を選び、「本の帯」をつくる
⑸　作成した「本の帯」は、実際に図書室の本に付けて展示する。

・作品の中の印象に残った言葉や情景を整理する。
・作品のクライマックスの場面を用いる。(引用文・要約文)
・本の帯を読む人の立場になって、手に取ってみたくなる表現(キャッチコピー )を考える。等
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〈第２学年の実践例〉

１　単元名・教材名　　　本のポップをつくろう

２　単元の目標
⑴　友達の作成した「ポップ」の表現を参考にしようとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　ポップの特徴を理解し、ポップづくりに必要な情報を本や文章等から取り出し、自分の考えをまとめることができる。
 （読むこと）
⑶　抽象的な概念を表す語句や多義的な意味を表す語句等について理解し、表現することができる。
 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

３　学習指導の実際
⑴　ポップについて説明したあと、ポップづくりの時期を知らせ、前もって
図書室の本を５冊以上を目標に借り、その中から１冊選んでポップをつく
る。

１年生での帯づくりを想起し、効果的な引用文や要約文、キャッチ
コピーを作成するには、確実な読みが大切であることを確認させる。

⑵　作品は全学級分を図書室に展示し、相互評価する。先生方や図書整理員
の方にも見てもらい、先生方のコメントを付ける。

〈第３学年の実践例〉

１　単元名・教材名　　　３年生お薦め『うもれた名作コーナー』をつくろう　

２　単元の目標
⑴　学校図書館を活用し、進んで幅広い分野の本を読もうとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　本や文章等から得た知識や自分の考え等を、プレゼンテーションを通して深めることができる。 （読むこと）
⑶　和語・漢語・外来語等の特徴を理解するとともに、効果的に使い分けることができる。
 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

３　学習指導の実際
⑴　プレゼンテーションについて説明したあと、実施時期を知らせ、前もって図書室の本を５冊以上借り、その中から１冊
選ぶよう指示する。

⑵　読んだ本の内容を整理し、学級内でプレゼンテーションをする原稿を作成する。➡  プレゼンテーションの実施

⑶　プレゼンテーション終了後、投票を行い、どの本を一番読みたくなったか、クラスごとに「ベスト５」を決定する。各
クラスで自分の本が選ばれた20人（学年合計）は、後輩の１年生と先生方の前で再度プレゼンテーションをする。選ばれ
た作品は、図書室にまとめて展示し、「３年生お薦め『うもれた名作コーナー』」として、紹介する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【プレゼンテーションの原稿例】

　私は、『大きな木』という絵本を紹介します。【本を掲げる】
　皆さんは、この表紙からどんな内容を想像しますか？【表紙を広げて見せる】
　私は、この緑色のきれいな表紙と作者のシェル・シルヴァスタインさんの写真に強いインパクトを感じ、読んだの
ですが、とても印象に残る本となりました。この絵本は、木と少年の会話のやりとりが続きます。少年は、次々に木
に要求します。木は少年が望むことを何でもかなえました。少年がどれほど自分勝手なお願いをしても木は満足なの
です。〈中略〉
　皆さんも、この絵本を読むときっと温かい気持ちになると思います。ぜひ、読んでみてください。

【「ポップ」作品例】
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 事例６　　書写の指導の充実　　「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」（書写）の指導事例（第１学年）

　ここでは、ＩＣＴの効果的な活用を通して、行書特有の運筆とリズムを意識させる指導事例を示す。書写の指導につ
いては、文字文化に親しみ、社会生活や学習活動に役立つよう内容や指導の在り方の改善を図るとともに、身の回りの
文字に関心をもち文字を効果的に書くように指導することが必要である。
　本事例においては、ＩＣＴを効果的に活用し、段階的な学習活動を設定することで、生徒の毛筆学習に対する意欲を
高める工夫を行った。

１　単元名・教材名　　　行書に慣れよう

２　単元の目標
⑴　行書の特徴に気付き、自ら進んで行書に慣れようとしている。 （関心・意欲・態度）
⑵　漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くことができる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

３　指導と評価の計画　（全５時間）

４　学習指導の実際（第３、４時）
　＜動画の分析について＞
　デジタルカメラ等の動画撮影機能を使って撮影をする。その後、自己の筆の運びを客観的に分析してみたり、友達の筆運
びとの違いを見比べたりする。
　また、上級者の行書の一連の動きをテレビやプロジェクター等を使って映し出し、上級者自身に説明をしてもらう。そこ
での気付きや学びを皆で共有し、自分の筆運びや力の入れ具合などの改善に生かしていく。

　方法①　自分が行書を書く映像を友達に撮ってもらい、その動画を見て自己分析をする。
　方法②　自分と友達との運筆の違いを見比べて分析する。
　方法③　上級者が行書を書く映像を、上級者自身が説明する。

　分析の観点として、次のようなものが挙げられる。
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分析の観点（例）
①始筆　　②点画の形、長さ、方向　　③点画の曲線化　　④点画の連続性　　⑤点画の省略　　⑥終筆
⑦筆の持ち方　　⑧穂先　　⑨力の入れ具合　　⑩運筆のリズム　　⑪書くときの視線

５　指導上の留意点
　撮影する位置にも工夫が必要である。上や横から撮影したり、書き手の目線から撮影したり、どの角度から撮影したら、
より効果的に運筆の特徴が分かりやすいか、それぞれで異なる。書く文字によっても違いが出てくる可能性があるので、教
師の助言が必要になる。

⑴

１

⑵
⑶

つく


